




















































資料２

○

第７条の３

○ 評価の方法

○

（１）

評価指標 委員意見

・ 入館者数 自己評価

令和５年度実績 307,237

令和４年度実績 280,405

（２）

評価指標 委員意見

・ 子ども室貸出冊数 自己評価

令和５年度実績 159,378

令和４年度実績 164,063

（３）

評価指標 委員意見

・ 全資料数（デジタル化資料を含む） 自己評価

令和５年度実績 1,245,142

令和４年度実績 1,237,416

（４）

評価指標 委員意見

・ 協力貸出冊数 自己評価

令和５年度実績 19,186

令和４年度実績 19,647

（５）

評価指標 委員意見

・ レファレンス件数（簡易なものを除く） 自己評価

令和５年度実績 7,471

令和４年度実績 7,505

（６）

評価指標 委員意見

・ 地域人材等育成研修参加者数 自己評価

令和５年度実績 2,329

令和４年度実績 2,008
A

研修実施形態を午前・午後の終日、参集型
に戻して実施できた。特にやさしい日本語
に係る研修は、日田市において全職員を対
象とする研修に位置付けての実施となる
等、これまでの普及啓発活動の成果が見ら
れた。

県民の調査研究・課題解決支援

理　　由

B

社会教育の推進と生涯学習情報の提供

受付件数は微減した。県、市町村の行政機
関からのレファレンス件数が過去3年間で
毎年70件以上あり、サービスが定着してき
ている。郵送複写に加え相互貸借申込を電
子化し、利便性を向上させたことで、借受冊
数が前年度より増加している。

市町村立図書館、学校図書館等支援

理　　由

理　　由

理　　由

B

1日当たり貸出冊数は令和4年度533冊から
令和5年度506冊と微減しているものの、12
月以降は、いずれの月も令和4年度の貸出
冊数を上回っており、回復の兆しが見えて
きている。

資料収集・保存・提供の推進

県立図書館としての蔵書構成を維持し、専
門書を中心に約２万冊の幅広い資料収集
に努めた。一般資料の専門書購入割合は
49.7％と高水準を維持しつつ、国庫補助を
活用し、電子書籍やバリアフリー資料の充
実を図った。また、収蔵スペースを確保する
ため、重複本など約1.2万冊の除籍を行っ
た。さらに、集密書架を新たに増設し、約５
万冊の蔵書を移動して書庫全体の再配分
を行い、資料の適正な収蔵に努めた。

理　　由

A

B

システムを利用した予約および週１回の配
送により、資料の協力貸出を行った。協力
貸出冊数は微減となったが、新設学校の利
用登録への働きかけを行うなど、利用促進
に努めた。また、協力貸出の配送便を活用
して、県内各図書館間の相互貸借資料約
25,000冊の配送を行った。

評価

多様な県民が利用できるサービスの提供

理　　由

大分県立図書館運営の状況に関する評価

図書館法

　図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき図書館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

　各年度に定めた重点目標ごとに評価指標を設定し、年度終了後、それぞれの指標ごとの実績値について自己評価を行い、それに対して、図書館協議会委員が外部評価として意見を記載する。自己評価及
び外部評価としての委員意見をあわせてＨＰにより公開する。
　なお、自己評価はＡからＤの４段階とする。
　　　　　Ａ：非常に成果があがっている。
　　　　　Ｂ：成果があがっている。
　　　　　Ｃ：それほど成果があがっていない。
　　　　　Ｄ：全く成果があがっていない。

（委員名）

A

前年度110％と増加した。コロナ禍が終息
し、研修室151％、学習室119％、視聴覚
ホール114％と前年度からの増加が著し
い。一般資料室の入館者数も前年度105％
であり、微増している。コロナ前の水準に戻
る兆しが見えてきている。

子どもの読書活動の推進










